2007年2月20日知事臨時会見
　【不適正な会計処理等に係る処分等について】　

　このたびの不適正会計処理に係ります関係職員の処分について説明を申し上げます。

　昨年１１月の匿名の手紙を受けまして、以降、数度にわたり全庁調査を実施してまいりました。今日まで地方独立行政法人を含む２３の所属において、総額約６,８５０万円の不適正な会計処理が判明いたしました。

　また、この過程で、協議会資金や親睦会会費の個人による着服が判明いたしました。本府では、平成９年度に裏金問題に対する厳正な対処を行ってきたにもかかわらず、今回このような事態に再び至ってしまったということは、府民の府政に対する信頼を大きく損なうものであり、私としても、重く、深く受けとめております。府民の皆様方に大変申しわけなく、心からおわびを申し上げます。

　平成９年度以降、いろいろな意識改革あるいは会計運用システムの改善等々、私どもで考えられる取り組みを行ってきたわけですけれども、今回、このような事態に至ったということ、この根本はやはり、公金を扱う公務員としての倫理意識の欠如、モラルの欠如によるものと言わざるを得ません。また、これをチェックし切れなかった府の組織風土の問題もあり、深く反省をいたしております。

　今回の事案に関連いたしまして、私自身、組織の長としての責任を痛感いたしておりまして、給料の全額を１カ月返上することにいたしました。そして、今定例議会に給料の減額条例案を提案させていただいております。また、私を補佐する立場にある副知事につきましても、１カ月１０分の５の減額をすることといたしております。同じく、特別職である出納長は、出納長制の廃止に係る関係条例案を今議会に提出する関係から、減額条例は提案いたしておりませんけれども、本人の自主返納の形で１カ月１０分の３の減額をしていただきます。

　また、教育長につきましても、教育委員会の長としての責任を問う形で、全体としては１カ月１０分の３の返上をしていただきます。条例では１０分の１、１カ月が処分の最高限度であるので、１０分の２をご本人の自主返納という形で加えていただいて、全体として１０分の３、１カ月という形にさせていただきました。

　次に、一般職の処分について、教育委員会等を含めて申し上げます。

　処分者数は計１５９名。うち、いわゆる裏金での処分者数は１４０名。協議会関係が１４名、親睦会関係が５名でありまして、詳細はお配りをしております資料のとおりであります。一般職員につきましては、懲戒免職処分が３名、停職処分が５名、減給処分が１２名、戒告処分が４８名ということであります。懲戒免職処分の３名は、裏金や協議会資金を個人で着服したこと等によるものであります。

　なお、裏金の保管・使用にかかわった職員は、相当数が既に退職をしております。これらＯＢについては処分はできませんけれども、私どもから返還について強力に求めてまいります。

　次に、告発について申し上げます。

　呼吸器・アレルギー医療センター及び北部・南部家畜保健衛生所については、刑事告発を行うこととし、警察当局と協議を行ってまいります。なお、これら２事案については、事実関係が最終的に確定しておりませんので、今回の処分対象には含めておりません。最終的に事実関係が明らかになった時点で、私どもの処分を行うことになります。

　また、流通対策室の事案については、今回、事実関係が相当程度明らかになりましたので、処分には入れておりますが、告発するかどうかについては、引き続いて警察当局と協議を続けてまいりたいと考えております。

今後は、深い反省と、二度とこのような過ちを起こさないという強い決意のもと、再発防止策を徹底して、一刻も早く府民の皆様方からの府政に対する信頼の回復が図れるように全力を挙げてまいります。皆様方にもご迷惑をおかけし、大変申しわけございません。

【質疑応答】

《記者》　　まず知事ご自身の給料を一月全額カットされるという、そこの一月全額カットの根拠を教えてもらえますか。

〈知事〉　　やはりこれだけ府民の皆様方にご心配やご迷惑をおかけしたことに対して、私の申しわけないという気持ち、それから、これから府政をしっかり刷新して、再発防止に努めるという決意、これを府民の皆様方にしっかりと伝えるためには、この形が一番ふさわしいと判断いたした次第です。

《記者》　　今、知事が再発防止を徹底して府民の信頼回復を図りたいとおっしゃいましたけれども、今回の処分をもって一つの区切りとしたいと考えられているんですか。

〈知事〉　　これは、調査を続けてきた段階で、事実解明が概ねできたというときに至りましたので、処分を含めてこのような形をとらせていただきましたが、今後も、これは組織風土の問題がかかわっていると申し上げたことからも明らかなように、“うみ”を出し続ける努力は続けなくてはなりませんし、また、再発防止をどんどん改善していく、充実させていくという努力も、議会の先生方のご意見を聞きながら続けていかないといけないと思っております。

一区切りではありますが、府政刷新へのステージが変わるというだけでありまして、私どもの取り組みはこれからも続けてまいります。

《記者》　　１カ月の減額分、知事ご自身は、ご自分に対して非常に厳しいものだと受けとめておられるんでしょうか。

〈知事〉　　私としては、過去の事例や他府県の事例等を見まして、私自身、ほんとうに反省しているということを府民にわかっていただくために厳しいものにしたつもりであります。

《記者》　　“うみ”を出し続ける努力を続けるとおっしゃられたんですが、まだ今の段階でひょっとしたら裏金があるとか、残っている可能性があるということをお考えでしょうか。

〈知事〉　　いえ、私としては、今回徹底した調査を行いましたし、また再発防止についても努力してまいりますので、二度とこういう事案は出てこないと信じておりますけれども、しかし、一方で内部通報制度の充実、監視制度の充実等々を図られるわけですから、１００％ないとは言い切れないという意味で今後も努力は続けると申し上げているわけで、私としては、“ない”と信じたいという気持ちに変わりはありません。

《記者》　　今日で一区切りを迎えたということですけれども、この間、発覚以来、五月雨式に発覚したり、外部委員会の人選をめぐってもめたり、再発防止策が議会に突き返されたり、いろいろあったと思うんですが、その事後の対応として、今どのように評価されていますか。

〈知事〉　　私は、今回の事案は大きく言って、組織の危機管理の問題だったと思っていますけれども、その危機管理において不十分な点が多くあった、管理能力の足りなさ、私どもからの公表のタイミングのとり方の下手さ等々、幾つか反省すべき点はございました。

　私自身も一つ一つ指示を与えてきたつもりなんですけれども、情報が交錯したりしまして、うまくいかない場面もございました。今回の反省の上に立って、今後、組織の危機管理にかかわる事象については、私自身がリーダーシップをとって、しっかり組織の姿が府民に見えるように、そしてまた、今回のような不信を増幅するような形にならないように、しっかり指導・監督を徹底していきたいと思います。

《記者》　　今回、７人もの懲戒免職者が出てしまったということについて、トップとしてどういうふうにとらえていらっしゃるか、お尋ねいたします。

〈知事〉　　これはほとんどが公金の着服によるものでありますから、これは公務員としてはあってはならないこと、公務員の基本を壊してしまった行為でありますから、懲戒処分は相当だと思います。しかし、これだけの人数の懲戒免職処分を出さなくてはならなかったという事態については、大変残念であり、私自身も心を痛めております。

《記者》　　ほとんど同じことかもしれませんが、全体の人数がまた１６０人近くということなんですけど、そのことについては。

〈知事〉　　これだけの人数に及んでしまったということは、府政に対する信頼を損なうことにつながるであろうと思いますので、そのことに対して府民の皆様方に申しわけなく、私自身が再発防止に先頭を切ってやっていくということをお約束申し上げたいと思います。

《記者》　　知事はこれまで７年間、大阪府の知事をされてきているんですけれども、その中で、今回、危機管理の中において管理能力に問題があったというご発言があるんですが、この７年の間にそういうことには気づかれてこなかったんですか。

〈知事〉　　いえいえ、それはさまざまな場面で気づくことはございました。しかし、今回のようにまとまった事案の中で、五月雨式に事案が出てくるなど、府民からの信用を失墜しているさなかにそれが重なって起きてしまったということは、私はあまりなかったと思っているわけです。そういう意味で、反省すべき点は多かったと思います。

《記者》　　これまでそういう危機管理をしなければいけない時期はあったけども、そのときに具体的に改善策をとってこられなかったからこういう状態になったということですか。

　これはなかなか難しいです、情報管理の問題ですからね。非常に難しい問題があります。皆様方とも相談しなくちゃいけないような問題も含まれているわけですから、この問題についても、これからルールをどのようにしていくのか、しっかり相談させていただきたいと思います。

《記者》　　あと確認なんですけど、１カ月の処分をされたということは、やはり短い間に、年度内と言っては申しわけないですけども、きちっとけじめをつけたいという、年度というのはかなりこだわったのでしょうか。

〈知事〉　　そういうことは関係ありません。

　１つの受けとめ方、府民の方々の受けとめが、私の気持ちがはっきり伝わる形というのがどういうものなのか。今回、そもそも公務員の本分を忘れたことから生じたわけですから、私自身、府民のために無償で働くということで自分の気持ちを示すということもあっていいんじゃないかと考えました。

《記者》　　先ほどリーダーシップを発揮して、管理・監督能力を評価していくという話がありましたけれども、具体的に、定期的に出先機関へ出向いていって、職員と対話したりとか、結構積極的に現場に介入していくと、そういうお考えですか。

〈知事〉　　介入というのはちょっと言葉がふさわしくないんですけども、今回、きのう２カ所行かせていただいて、やはり現場には現場の思いがある。また、人事まで含めて私ども考えて配慮していかなくてはならないことがあるということがよくわかりました。

　公務員の悪いことの一つに、一区切りついたらそれで終わりということにしてしまう傾向が強いこと、これは私の過去の反省としてもあるわけで、さっきも、“うみ”を出し続けると申し上げたのは、これから何かがもう一度起こるということではなくて、今回つくった再発防止策をはじめとして、きちんとフォローしていく、それがうまく制度として定着をしているのか、十分なのかどうか、フォローしていくということを申し上げているわけで、その過程で、きのう行ったような現場との意見交換、これが必要であれば私はまた参りたいと思いますし、きのうもそういうふうに「またしましょうね」ということを申し上げてきましたから、これは繰り返し行いたいと思います。

《記者》　　先ほど、府民のために無償で働くということでしたが、去年「ゲートタワー」のときに１０分の３の減給３カ月あったんですけれども、そういうことで言えば、今回のほうがもちろんちょっと多いんですけれど、何カ月かにわたってちょっと減額するよりも、短く全額のほうがやはり力があるということですか。

〈知事〉　　それは力というか、私の自分の気持ちに一番ふさわしい形をとらせていただいたということで、ご理解いただきたいと思います。

《記者》　　先ほどの刑事告発のお話で、アレルギー医療センターと家畜保健衛生所の処分を含めなかったんだけれども、それが明らかになったら私どもも処分を行うとおっしゃっていたんですけど、それはどういう意味なんですか。

〈知事〉　　それは、当該個人としてです。当該個人の責任度・関与度がはっきりしたらという意味です。

《記者》　　当事者の処分ということですか。

〈知事〉　　はい、そうです。
